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日本ウレタン建材工業会



AGC 

ウレタン塗膜防水システム iり’·~、:と9';?＇®
サラセーヌは強く、美しく、

直射日光や風雨から

住まいを守ります！
----------------------------

!....―: 

屋上／ルーフバルコニー

• ウ レタン塗膜防水 ／ 一般密着工法

サラセーヌSD工法

AGCポリマー建材株式会社
〒103-0013東京都中央区日本橋人形町1-3-8（沢の鶴人形町ピル）

首都國支店 TEL.03 (6667)8421 大阪営業所 TEL.06(6453)6401 

仙台営業所 TEL.022 (299) 6371 九州営業所 TEL.092(431)5154 

名古屋営業所 TEL.052 (219) 5491 北海道出張所 TEL.011 (241) 5120 

、一り消漏 http://www.saracenu.com 
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AGC 

約 U ニヽ^ とソ社の各サラセーヌ
工業会会員で日本の屋根を守ります。

．． ．． 

北海道Z5C..,.ヌ合 TEL 011 (241) 5120 中威タラCク＇工業会 TEL052 (219) 5491 

東茄Z9Cク工業合 TEL022 (299) 6371 屑西Z9Cク工業会 TEL06 (6453) 6401 

“ラCク＇工業会 TEL 03 (6667) 8427 九州“'Cクヌエ氣合 TEL092(431)5154

AGCポリマー建材株式会社
本社 〒103-0013東京都中央区日本橋人形町1-3-8沢の鶴人形町ピル TEL03(6667)8421

ホームベージで「サラセーヌ工業会」の憫報発信中！ ！ http:// www.saracenu-association.com/ 
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ガード
（新爛境型2液ウ

一dP :;:...,.,'Iワ刀ル一7ィン畑式会社
本社・東京営業所
〒151-0053 東京都渋谷区代々木 3-24-3新宿スリーケーピル 5F

rt (03) 6859-5020 FAX (03) 6859-5024 
大阪営業所
'r53l-007l 大阪市北区中津1-11-1中津センタービル8F

tr (06) 7711-850 l FAX. (06) 771 l -851 l 
名古屋営業所
〒464-0850 名古屋市千種区今池5-1-5名古屋センタープラザビル 8F

tr (052) 744-1011 FAX.(052) 735-0011 
札鱗営業所
'r060-0809 札幌市北区北 9条西 3-19-1

ff (011) 804-8070 FAX.(011) 804-8071 

シ-ト
TVJシー

竺弟Z去2切レーコ.,,2l,r工贔『会
事務局

〒151-0053 東京都渋谷区代々木 3-24-3新宿スリーケービル 5
n'(03) 6859-5023 FAX.(03) 6859-5024 



ダイフレック
防水工事業協同，

DFCウレタン防水学校
ウレタン防水の知識・技能と現場診断技術の向上を目指した本格的な技能養成学校として運営してお
ります。修了者には修了証と現場診断ライセンス証を授与いたします。本学校は組合員各社の社業発
展と業界の隆盛に役立つものと確信しております。

ダイフレックス防水工事業協同絹合-1『9l,需nimn-
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〒060-0809
〒983-0852
〒950-0912
〒920-0931
〒273-0025
〒330-0843
〒163-0825
〒183-0055
〒220-0023
〒464-0850
〒531-0071
〒732-0828
〒812-0016

本部〒163-0825東京都新宿区西新宿2-4-1新宿NSビル25階
TEL : 03-6864-0262 FAX : 03-6864-0263 

札幌市北区北9条西3丁目19-1 ノルテプラザビル3階C号室
仙台市宮城野区櫂岡4-5-22 宮城野センタービル5階
新潟市中央区南笹口1-2-16 新潟CDビル3階
金沢市広岡2-13-23 AGSビル7F
千葉市美浜区中瀬1-6 m BAY POINT幕張14F
さいたま市大宮区吉敷町1-75-1 太陽生命大宮吉敷町ビル6階
新宿区西新宿2-4-1新宿NSビル25階私書箱第6086号
府中市府中町1-14-1 朝日生命府中ビル11階
横浜市西区平沼1-1-3 合人社高島橋ビル9F
名古屋市千種区今池5-1-5名古屋センタープラザビル8階
大阪市北区中津1-11-1 中津センタービル8階
広島市南区京橋町9-21 三共京橋ビル3F
福岡市博多区博多駅南3-1-1博多南マークビル5F

TEL : 011-804-8050 
TEL : 022-207-5010 
TEL : 025-365-3010 
TEL : 076-290-7 408 
TEL: 043-380-7981 
TEL : 048-646-4870 
TEL : 03-5381-0231 
TEL : 042-402-5200 
TEL: 045-290-9751 
TEL: 052-735-3991 
TEL: 06-6292-0511 
TEL : 082-568-6085 
TEL : 092-432-9220 

FAX : 011-804-8061 
FAX : 022-207-5011 
FAX: 025-365-3011 
FAX: 076-290-7410 
FAX : 043-380-7982 
FAX : 048-646-4871 
FAX : 03-5381-0232 
FAX: 042-402-5201 
FAX: 045-290-9755 
FAX: 052-735-3992 
FAX : 06-6292-0522 
FAX: 082-262-7212 
FAX: 092-432-9221 



組合せることで、圧倒的な省カイt・ r蔚品質じを実現

G□-_JIN X機械化
l 高靱性環壊対応型ウレタン塗膜防水（特化則非該当） 1 

oss 
オルタックサプライシステム

平面部用の低粘度ウレタン防水材

を、専用ポンプ車で一気に強力圧

送、自動混合

材

料

計

量

不

要

手
動
撹
拌

ovs 
オルタックビブラシステム

立上り・笠木・側溝部用の中高粘度

ウレタン防水材を、型タンひとつで

自動混合

主剤を硬化剤缶に投入し

缶ごとVibraシステムに

セットします

※関東地区から運用開始になります

»
、►
•
►、
~
►

9
►

t
,．

- 技術審査証明取得
（平面部・立上り部）

自動混合はエアの巻き込みがなく、高品質な防水層を形成します

eg全国防水改修工事業団体連合会
http://www.bousuikaisyu.com 

田島ルーフィング株式会社
https :/ /www. taji ma.j p 



l特定化学物質障害予防規則非該当 l

,
 

—tA屯―向
i： ・叫-．．ト1,＿胆罰虹卿詞向
□ミ ー＿庶窃江茄（油蒻社剥―

R 日本特殊塗料株式会社
本社／〒114-8584 東京都北区王子3-23-2
TEL 03(3913)6203 FAX 03(3913)6236 

• ホームページアドレス http ://www. nttoryo.eo .jp/
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COSMIC 時代は“ゼロ”です

[ MOCA•TDI) 

特定化学物質無配合ウレタン塗膜防9J<材

1成分形ウレタン塗膜防水材 2成分形ウレタン塗膜防水材

31三19PRO・ゼロワン コユ三・.:,?PR012・ゼロ
シリーズ

より蒻い安全と安心をH指して

私たちは「ゼロ」を提案します

株式会社ヲィフレクス

］ユ三Iンつ事業部
〒163-0825 東京都新宿区西新宿2-4-1新宿NSビル25F
TEL. 03-5321-9761 FAX.03-5321-9767 
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31三IJ9
一］ユ三ッ9PRO・ゼロワン

ウレタン塗膜防水材シリ

一]1三•:,? PR012・ゼロ

.... 
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i 03-5319-3655 
: 076-435-3535 
i 0598-21-0640 
i 04-2939-5462 
, 0776-63-5362 
i 04-7120-2234 
i 048-998-0370 
i Ol 62-33-6407 
042-537-0085 
048-437-8804 
048-788-3140 
i 026-222-6969 
03-59 l 5-l 24 l 
0299-22-403 l 
042-767-2297 
048-971-7622 
048-725-9500 
03-5933-9620 
054-281-8778 
03-5929-1514 
03-3614-l 552 
03-3928-227 l 
03-6751-5650 
047-396-8777 
03-5629-6547 
044-988-6459 
044-344-8591 
0489-87-0295 
03-3698-334 l 
0463-32-0690 
03-3624-96 l 6 
042-990-343 l 
03-3906-2314 
03-3311-2196 
0544-27-1255 
042-427-0396 
047-409-1995 
046-850-335 l 
047-404-1557 
042-8 l 0-433 l 
03-3809-008 l 
03-3427-6297 
029-825-0270 
03-3605-2569 
047-459-8342 
048-456-14 l 8 
Ol 78-27-9347 
0859-29-3600 
042-366-7473 
042-686-l 06 l 
03-5697-7001 
03-5956-4771 
042-368-6 l 6 l 
0282-24-6637 
03-3775-2203 
03-5669-l l 43 
03-3379-2073 
044-366-5200 
03-5999-5560 
042-531-9822 
0897-41-8255 
0544-28-25 l 0 
042-409-2224 

向ハイパーシール工業 ！東京都板橋区
芳賀防水工業l神奈川県川崎市
陳 ハ タ ノ！東京都足立区
陳ハットリ工業i佐賀県佐賀市
陳 浜 田 屋 ！群馬県高崎市
林 工 業 伺 ！埼玉県所沢市
侑）ピィ ーストン ！東京都練馬区
閥I:::_ユーマンカンパニー ！東京都板橋区
ヒフオ技研工業圃！東京都渋谷区
味 ビ ル ド！東京都多摩市
掬ピーワークス ！東京都北区
（街廣 瀬 防 水i東京都あきる野市
洵福西防水！東京都品川区
昧府中防水工業 ！東京都府中市
（株フュ ー ジョン ！長野県長野市
北斗工業 洵i東京都杉並区
ポリマー工業 （樹：北海道旭川市
掬Max・Pro・Seal：東京都練馬区
松 昇 誅：東京都足立区
丸稲興業掬！新潟県長岡市
マルヨシ技建工業閥！茨城県水戸市
聡ミタテヤ創建 ！神奈川県川崎市
味 三 池：東京都大田区
聡みつわ巧芸：東京都足立区
名東クリーン防水閥i愛知県名古屋市
誅森下防 水：東京都江戸川区
向ヤナギ ダ！東京都国分寺市
向 ヤマモト技建i愛知県春日井市
ヤ マ ト 工 業i奈良県大和高田市
個ヤマモト工業！神奈川県横浜市
陳 ユ ウ ワ！東京都大田区
伺 U-SEA-Lt東京都世田谷区
（街 ヨ シ ダl茨城県古河市
掬リフォームアップi東京都板橋区
昧両毛 防水！群馬県伊勢崎市
閥 L I N K ' Si埼玉県新座市
味リン・ ドス l東京都文京区
レオン工業 （街！東京都新宿区

一 賛助会員〉

味 ア ク トi東京都練馬区
洵エ コ ールi東京都練馬区
K F ケミカル （恥：東京都港区
光栄商事聡i東京都練馬区
後藤社会保険労務士事務所 ，東京都板橋区
（街 サ ム！東京都練馬区
味サンライト i東京都世田谷区
味秀カンパニーi東京都文京区
採 タ ナ ベi東京都杉並区
陳 D C T：東京都渋谷区
東部塗料 仰 ：埼玉県八潮市
採 ニ シ ノ：東京都杉並区
日 曹商事閥：東京都中央区
服 部 猛 聡 ！東京都千代田区
條フ ロ‘―ノプイア ：東京都豊島区
＝井化 ...... — 子 悌 ：東京都港区
（掬 守谷フィールド ！長野県長野市
閥 山 装！神奈川県横浜市
渡辺ケミカル聡i東京都港区

---＜協賛会員 〉

野 口 興 産 （街 ！東京都練馬区
僻ダイフレックス コスミック事業郁i東京都新宿区

03-3554-008 l 
044-522-4530 
03-5242-4023 
0952-29-7000 
027-364-451 l 
04-2946-1932 
03-6904-9891 
03-5939-8780 
03-3379-4676 
042-400-0307 
03-6903-3099 
042-588-5112 
03-5702-2276 
042-362-5650 
026-227-632 l 
03-6794-994 l 
Ol 66-25-2800 
03-3577-1612 
03-5888-6744 
0258-33-0668 
029-305-3270 
044-750-941 l 
03-3721-8230 
03-3856-405 l 
052-777-7551 
03-3674-6153 
042-321-4366 
0568-36-5033 
0745-52-5479 
045-592-7366 
03-6459-8987 
03-3703-3959 
0280-48-64 l 9 
03-6909-8450 
0270-32-1288 
048-482-0907 
03-5395-6 l 6 l 
03-3355-633 l 

03-5921-3655 
03-5987-0730 
03-6629-9030 
03-3928-5811 
03-6781 -4100 
03-5946-444 7 
03-5429-3330 
03-5800-2451 
03-3396-6606 
03-6276-3671 
048-995-2137 
03-3399-8808 
03-3270-0703 
03-5212-2431 
03-3986-0871 
03-6253-2584 
i 026-282-4225 
! 045-781 -7821 
i 03-6402-3731 

i 03-3994-2801 
i 03-5321-9761 

コスミック工業会

一株式会社ヲィフじ’クスコユ三・グ9事業部

〒163-0825東京都新宿区西新宿2-4-1新宿NSピル25F

暉 ダイフレックスコスミ ック事業部内）

TEL.(03)5321-9761 FAX (03)6864-0261 

〒163-0825東京都新宿区西新宿2-4-1新宿NSピル25F私粛箱第6086号

TEL. (03) 5321-9761 FAX. (03) 5321-9767 
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Invention & Innovation 

NITTA 

2液反応硬化形 特定化学物質障害予防規則対応ウレタン塗膜防水システム

ソフランシールTMEX 

ソフランシールEX ソフランシールEX立上り

◎PROFORT 

ニッタ防水工業会
https://www.nitta-roofing.com 

ニッタ化工品株式会社
https•J/www.nitta-ci.co.jp 

環境規則に対応

事務局／162-0808東京都新宿区天神町10番地（安村ビル3階）

TEL.03-3235-1713 FAX.03-3235-1510 

本社／〒556-0022大阪府大阪市浪速区桜!114-4-26（ニッタビル3階）

TEL.06-6563-1200 FAX.06-6563-1238 
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1 ウレタン用アミン硬化剤、イソシアネート ： 

●環境対応型液状アミン（建材向け）●イハラキュアミンRMT NH,:)cH2ぐ~NH2

●CUA-4 ゜NH2-0--屯oー（CH韮 J-o-NH2

JIS規格 1ァ塁9品 I新開発品Al新開発品B
アミン価

388 318 221 mgkOH/g 

困C CH3 

●キュアハードMEDR ロジCH,〈ピ 可使時間 127分 88分 115分

硬度 45A 44A 38A 

●J＼ートキュア1O(□ETDA)ら店ごこ2sCN:；改；S
NH, 

CH3 CH, 

●ハートキュア30(□MTDA) 出Nじ了~' H,csO出N
比CS SCH3出cs"y"'scH,

NH2 

伸び 450% 635% 692% 635% 

引張強度
23 27 2.4 2.3 

Nim訃

引裂強度 14 16 17 15 
N/mri! 

●エラスマーRシリーズ（分子量500-2300)

゜NH2-0-ど叶c出CH2C由CH2ぶ〈〉-NH2
●従来型液状アミンイハラキュアミンRML-620 

変性アミン50％溶液(PPGに溶解）

NCO 

●ポレアRSL-lOOA ●イハラND(NDI) ご゜H2N--0ど。ボ叩CH2CH2C H,otcH,cぷら。十nバつ—NH2 NCO 

熱硬化性ポリウレアエラストマー

ポし'’’応ノステム
ポレアは全く新しい熱硬化性エラストマーです。
高強度•高弾性·耐熱性•耐水性•耐衝撃性•耐久性に優れます。

用◆鉄鋼・製紙・染色などの各種弾性ロール ◆試作モデル材料
途◆キャスターなどの工業部材 ◆樹脂型材料

（） ク三アイ化学工撰株式会社
本社〒110-8782東京都台東区池之端一丁目4番26号
TEL 03 (3822) 5232（化学品営業本部化成品部販売課直通）

http://www.kumiai-chem.coJp/ 
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ご挨拶

日本ウレタン建材工業会

会長三浦吉睛

会誌42号発刊に際しご挨拶申し上げます。

最初に関係官庁 ・建築学会及び建設業界関係者の

皆様方には、当工業会に対しご支援とご鞭撻を賜り

厚く 御礼申し上げます。

また、平成 30年西日本豪雨並びに北海道胆振東

部地震により被災された方々とそのご家族の皆様に

は、謹んで心よりお見舞い申し上げます。加えて被

災地の皆さまのご健康と、復旧作業に服務されてい

る皆さまの安全と被災地の一刻も早い復旧をお祈り

申し上げます。

さて、国際惜勢に目を向けますと米国トランプ政

権の強硬な通商政策に端を発する貿易摩擦の激化が

リス クとなっており、米政権が自動車および関連部

品の関税引き上げに踏み切れば、わが国の輸出が下

降に転じる不安があり、さらに米中で関税引き上げ

の応酬となれば、世界を巻き込んで貿易取引が停滞

する懸念があります。

このような情勢下、国交省から発表された 2017

年度「建築物 リフォ ーム ・リニュ ーアル調査報告」

では、建築物のリフォ ーム・リニューアル工事受注

高は 12兆4873億円で前年度比 97.5%とやや減 と

なり 、非住宅は 8兆 6578億円で 0.1％の微増も 3

年連続増加。住宅の維持 ・修繕は 7,154億で前年の

99.3％で微減となりました。

この傾向は今年度上半期にも現れ、ウレタン塗膜

防水材の出荷は 26,481トンで前年比 99.5％の微減

と追従し、四半期ごとでは 1Qは前年増でしたが、

2Qは天候の影懇もあり前年割れとなり上半期中で

はカバーし きれませんでした。

それでも JWMA・（一社）日本防水材料協会から

発表された上半期施工実績は、 トータル 30,081千

rriの内、 NUKは9,458千面でシェア 31.4%となり、

トップを維持することができました。

ただ、今夏は全国的に酷暑に加え、台風上陸や豪

雨と地震による災害の影響もあり、工事の遅延が第

4四半期に影響してくると思われます。

防水業界では、工事発注量は足りているが、人が

いないという状況は解消されず、天候不順でエ期に

追われると人手不足に拍車がかかると予想されます。

さらに、佳境に入った 2020年東京五輪関連工事

においても、ますます人材確保が厳しくなり様々な

方策が求められております。

一方、当工業会では 1991年に初版を発行したウ

レタン塗膜防水施エマニュアルを一新し、今回新た

に 『ウレタン塗膜防水ハンドブック』として発刊い

たしました。

発刊に際しては、(-社）全国防水工事業協会にご

協力いただき防水施工法（八訂版）第 7章ウ レタンゴ

ム系防水を引用させていただいております。

中でも特筆すべきは、第 5章施工の中には、プラ

イマーの付着試験方法、アンカー引き抜き試験方法、

水分測定 ・ 厚み測定器具を含む各種測定器具 • 特化

則に対応した保護具の説明など現場の要求に即した

内容が盛り込まれております。

NUK主催のハンドブック講習会等を通じて本書

の活用方法を啓蒙し、皆様のお役にたつことを切に

願っております。

結びに当工業会ではホームページ掲載や冊子の発

行、研修会を通じ今後ともウレタン防水材の安心安

全な取扱いを周知すると同時に、ウレタン塗膜防水

材の普及発展に最大限の努力をしてまいる所存です

ので、皆様方のご支援とご指瘍を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。
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改修工事での防水材料のニーズに

てぉ応えします。

頁りング材――l

ノンプリ.u.ドタイプ
ハマタイトの製品シリーズ

l :各種仕上げ材との付着性、

非汚染性に優れます。

2:幅広いラインナップがあります。

- -SC-PSlNB 1成分形 ポリサルファイド系

SC-MS2NB 2成分形変成シリコーン系

SC-PU2NB 2成分形 ポリウレタン系

SC-PUlNB-21 l成分形 ポリウレタン系

SC-PUlNB 1成分形 ポリウレタン系

クイッ急NB 1成分形 ポリウレタン系

ニニニニニニニニュ----—I
アーバンルーフNX
(2成分形ウレタン塗膜防水材） ： 環境 ］ 
1．低比重（硬化物比重1.0)

低比重化を実現することにより、 1缶当たりの
質量が軽くなり、輸送効率を上げることで

c釦排出量の削減に貢献します。現場搬入や
持ち運びも楽になります。

また比重が1.0なので、使用量、管理もし易し
です。

2．温暖化対策（省エネ）

一般的なウレタン塗膜防水材を使用した場合

と比べて、防水材自身が断熱機能を有して

いるため、省エネおよびヒートアイランド対策

に貢献します。

また高反射（遮熱） トップコートを採用する

ことで、さらに断熱効果を発揮します。

．脱BTX（環境対応型）

害な有機溶剤「ベンゼン」・「トルエン」・「キシ

ン」等を含んでおりません。峯

労働安全衛生法施行令別表6-2ハこ規定されている溶剤

＂特定化学物質対策品のため作業者 、居住者様にも安心です。

アーバンルーフEU-ONE日1成分形のため、配合・混合ミスによる未硬化トラプルがありません。
(l成分形ウレタン塗膜防水材）

目冬期は硬化促進剤を添加することにより、深部硬化を早めることが可能です。

言YOKOHAMA ：ご竺二塁a~,[:レ ) I 



特別寄稿

防水分野における

ドローン活用の可能性と現状

1.はじめに
1958年にフランク ・ロイド・ライトが描いた “The

Living City" という空想の世界が、 60年後の今、

ドロ ーンの登場により実現化されてようとしてい

る。当時、ライトはドローンの技術を知らなかった

であろうが、円盤のような乗り物（シテイコプター）

に人が乗り、 4枚のブレードのローターが回ること

で空中を自由自在に移動 ・浮遊する理想の都市梱想

を発表している。さらに夢を膨らませると、著者は

今後 100年後の先の世界として、ガリバー旅行記に

描かれているラピュタ (Laputa、the「lyingisland) 

が、 ドローンのホバリング技術を進化させることに

より 開発され、新しい 3次元空間の都市や社会晶盤

が形成されるものと期待している。

ただし 2018年現在において、ドローンは道具と

して活用されている水準であり、 ドローンの技術は

初期段階にある。例えば、建築物点検の合理化 ・省

力化を目的としてドローン技術の活用が期待されて

いるが、現行ではドローンに搭載された可視 ・赤外

線カメラにより目視点検に代わる非接触方式の利用

として限定的に活用されているに過ぎない。

このような社会的背景を踏まえて、本稿では防水

分野に関わるドローンの活用への可能性と現状につ

いて報告し、防水とドローンによる革新的な技術の

ヒントが生まれることを期待して執箪することとし

た。

2.防水分野におけるドローンヘの期待

2017年に日本防水材料協会(JWMA)にて「屋根

国立研究開発法人建築研究所

宮内博之

防水調査 ・診断へのドロ ーン活用検討WG」を立ち

上げ、防水分野で適用可能なドローン技術について

検討を行った。その成果の一つとして、 WG委員に

対して防水分野においてドロ ーンに期待する技術の

アンケートを行った。その結果りを表 1に示す。 ド

ローン本体の性能への期待と建築防水の施工 ・調査 ・

診断 ・係［i:持管理への期待の二つに分けられた。

機体性能については、安全性に関わる衝突回避、

耐風性、安仝な着陸と、建築に特化した機体の小型

化、 II音所での活用への項目が挙げられた。施工に関

しては、 1次点検として俯厳的に撮影する、あるい

は2次点検として劣化等を定凪的に測定するなどの

期待が挙げられた。また、施T．現場にてドローンに

より工具 ・査材を運搬するなどの要望もあった。調

査 ・診断については、劣化・ 淵水 ・温度 ・浮き・摩

耗等の目視点検に代わる技術が、さらに維持管理に

ついてはドロ ーンに噴霧器を搭載して、清掃 ・塗装

等を無人で作業を行う技術が提案された。

3.建築物の点検に関わるドローン技術

前章の「2. 防水分野におけるドローンヘの期待」

に対して、現在のドロ ーン技術がどの程度まで達し

ているかを代表的な事例を通して取り上げ、 Q&A

方式で答えることとする。

(1) ドローン活用における安全対策：教育

ドローンを活用するじでの最大の懸念事項は衝

突 ・墜落に対する危険性である。 ドロ ーンの衝突に

よる被害の 5大要因は、 ①操作スキル不足とヒュー
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表 1 防水分野においてドローンに期待する技術1)

No 区分 項n名 期待される技術 ・目的

I 小型化 狭所飛行可能なコンハクトな機体

2 暗所対策 地ドの施T．空I.：：］での照度が低い場所でも暗所撮影が可能であること

3 衝突同避機能 節害物、人には絶対ぶつからない機体

4 
機（本性能

バッテリー ドローンの長時間飛行が可能なバッテリー

5 耐風性 強風時にも風に流されないドローン

6 安全な沿陸 緊急 トラプル時に安全な沿陸楊所を確保する機能

7 追加機能 通常飛行では詳細な調査が行えない場合、屋根に芯睦して謁査できる機能

8 追加機能 写真撮影、 動画、ijIll紐以外の用途で活川

， 危険性の高い部位の撮影 ・実測
勾配屈根の軒先など、人が行くには危険性の科い部位の状態（納まり）を確認

する為の活用
＇ 
j 0 大型の建物の実測 ・撮影 大型の建物の樫根面相の実測や全批の写真撮影などでの活用

下地状況の撮影
足場が無いと確認できない箇所の下地状況確認（ハラペット外周、下届、 ドレ

II 
ンと樋の接続状況など）

l 施工計画
12 防水層膨れの測定、分布 水たまり部の下地処理必要箇所のマッヒングし、施工計画へ反映
l 
13 屋上防水部位の実測 現楊実測作業の効率化、測定忘れ箇所の削減
l 
14 寸法測定 金屈屋根における瓦棒の吊子ピッチ、折板屋根溝部の寸法
l 

I 5 
プライバシー保渡による実測・撮 住宅など、部屋の中を通過しなければいけないような場所において、部屋を通

＂甲クノ らなくても屋上の状態を確認できる方法として活用

l6 運搬 濶査用センサー等、重屈物を搭載できる機体、シート揚重／移動など

17 施t. 運拓 防水工事でのエ具 ・材料等の運搬

18 運搬 臼材搬入の効率化

l9 施工秤狸 防水膜厚測定 塗11仇厚みの分布測定

20 劣化調杏 勾配屋根の全体的な劣化状態の調査（発鈷、硲膜の劣化）
l 
21 漏水調査 |：空からの拙水診断測定
l 
22 断熱性能調壺 上空からの断然診断測定
l 
23 温度分布調究 民根全体温度分布状態の測定（遮熱塗料塗布前後）
l 
24 温度分布調杏 外墜 ・屋上保泄コンクリート ・防水｝/iiの温度測定（残留水の位骰特定等）
l 濶牡
25 浮き調森 壁タイルの「I地部分の欠祖 ・タイル白 （本の浮き調杏

＇ 

26 
地下外墜防水（先やり工法） 親杭 (II鋼）、 横矢板及びSM¥＼＇による山留め墜の状況確認 (II鋼の傾き、 1hiい位

山留め墜の仕上がり状況 附の横矢板の隙l！り、SM¥い憶の[!!1,'り状況など）
l 

27 
地下外壁防水（先やり工法）

麻い位骰の山留め墜からの湧水流出箇所の特定
山留めりもからの湧水確認

28 表而温度測定 尻上而前面の表而温度測定により、紐水箇所の推定を簡便に行う

29 防水｝阿膨れの測定、分布
防水）罰表面のI11|l「りの水準測定により、膨れ箇所の大きさ、分布を確認し、改修

時の判断材料とする
＇ 
30 
診断

防水陪膨れの測定、分布 固定金具浮きの有無の状況を確認する

31 防水膜厚測定 劣化診断

32 途装表面 経年変化での劣化診断

33 緑化変化 屋上緑化状況の月毎変化

34 仕上塗料減耗状況調査 仕上塗装の減耗状況により 、塗り替え時期を判定する

35 
維持管理

清掃 外整の消掃 （水をホース等で圧送併用）

36 塗装 外堅の塾装（塗料の圧送）又は、調査時のマーキング

マンエラー、 ② ドローンのバ ッテリ ー切れ、 ③気象

要因（雨、強風等 ）、 ④ 機体異常（モ ー ター、アン プ

の故障等 ）、 ⑤ 通 信 ロストである。 この中で① の操

縦者のスキルに対する対策として、技術者教育と人

に頓らない無人化技術の活用の二 つに分けられる と

考えられる。

が 重 要となる。 そこで、著者らが設立 した(- 社）

|＿1木建築ドロ ー ン協会(JADA)では建築物を対象と

してドロ ー ンを活川する関係者向けに、 「建築ドロ ー

ン安全教育講習会」 2) を企画し、 9月141=1に第 1

回講習会を 1開催し た（写真 1)。 本謂習会は、建築分

野におけるドローン利用の大前提となる安全をテー

マとした国内初の購習 会であり、 ドロ ー ンの飛行に

携わる者のみならず、建築分野のドロ ー ン利用に関

ドロー ンは墜 落するものとして取り扱うことが原

則であり、十分なフェイルセ ー フの対策を施すこと

- 14-



写真 l JADA建築ドローン安全教育講習会

鸞鵞マニ≫アル

9●9.) 

j面oi
卓人●●●● ro•....

写真2 JADA講習会用テキストと修了証

わる全ての事業者が共通して知っておくべき基礎知

識を提供している。

本講習会は、 写真2に示す「建築物へのドロ ーン

活川のための安全マニュアル」および動画教材 「建

築物におけるドロ ーンの安全活用の手順」としてま

とめ、また建築分野における調査 ・診断などの基礎

事項について概説している。受講者には当該マニュ

アルが配布されるとともに、考査合格者には、「建

築ドロ ーン安全教育講習修了証」と JADAステッ

カーを授与し、 ドロ ーンの安全活用の普及を促す取

り組みを行っている。

(2) ドローン活用における安全対策：自律飛行

ドロ ーンの墜落に対する対策として、ドローンに

よる自動点検技術はその解決方法の一つとして有効

と考えられる。これより著者らは国交省住宅 ・建築

物技術高度化事業の一槻で、自律制御型ドロ ーンの

開発と、搭載カメラによる効率的点検調査方法の検

前方2眼ステレオカメラ （水平方向の距離制御）

写真3 Visual SLAM型のドローン

飛行ルートの設定玉
飛行ルートに沿った 下方単眼カメラによる
ドローンの自動飛行 特徴点抽出

写真4 ドローンの2眼・単眼カメラ上の

対象物抽出と自動制御技術

討を行っている。 ドロ ーンは一般的に GPSにより

位佃制御されるが、建物が密集している場所では

GPS信号を捕捉することが困難となり、建物点検の

梢度だけでなく墜落の危険性が高くなる。これより

建築研究所では GPSに依存しないカメラの画像情

報により自己位置推定する SLAMを活用した自動点

検調査システムの開発を行っている。技術内容とし

て、仮想空間上で飛行プランを作成し、写真3に示

すドローンの前方に搭載された XY座標系における

空間認識用のステレオカメラと轟さ方向を認識する

単眼カメラにより、自律的な位附制御 と衝突回避機

能を具備している。このドローンに搭載されたカメ

ラにより不具合部分を自動抽出し、その画像データ

をCAD等へ反映、及び飛行フライ トログ等により

PC上で再度建物点検の情報を確認できるシステム

を提案している。建築研究所で実証実験を行った結

果を写真4に示す。事前に PC上で設定した XZ座

椋系における飛行ルー トに従ってドロ ーンを自動で

--15-



'~, 

屋根全面の状況

覆 i
 写真5 自動飛行ルート最大分解能 ：3mm/px 

屋根面積の計算

防水シートジョイント部の亀裂と補修部

図2 3次元モデルと劣化情報の抽出 (1億画素）

図l 幕張メッセ屋根の3次元モデル

写真6 吹付けドローンによる塗装 ・清掃への技術”

飛行させ、 写真4右下の写哀に示すように下方に向

けられた単眼カメラにより地上の特徴点を兄つけ Z

方向の位附を捕捉する。そして写真4右上の写真に

示すように、 ドローンに搭載された 211艮カメラが建

物の梁と}~部分の距離を推定し、その状況は PC 上

で色附報として示され、無人点検状況を確認できる。

(3) ドローンによる俯諏的撮影と寸法計測

表 1の施工計両及び調宵 ・診断に関わる技術とし

ては、ドローンの空撮と測定の二つに分けられる。

例えば俯厳的な撮影の事例として、硲張メッセの屋

根を写真5に示すように高度約 100mの位i置からド

ローンで自動飛行させ、カメラの撮影により、 図 l

に示す屋根の 3次元モデルを作成することができ

る。定期点検時に画像を取得することにより、屋根

の劣化の過程を記録保存し、改修等の判断材料とし

て利用することも可能である。

また屋根而栢、部材間の距離、ひび割れ幅、発錆・

塗膜の劣化等の定量化については図2に示す通り、

ドローンに搭載した高解像度（例えば l｛意画素）カメ

ラで撮影したII附象を 3次元モデルにすることによ

り、 0.2~ 0.3 mm程度の粕度で測定を行うことが可
能である。

(4) ドローンによる建物の維持管理技術

表 1に示すドロ ーンによる吹付 ・清掃については、

写真6に芝浦工業大学及び西武建設が開発した吹付

ドローンの事例がある。本ドロ ーンは仮設足場や高

所作業卓の利用なしに塗装吹付けすることが可能で

あるため、省力化やコスト削減に繋がると言われて

いる。

4.最後に
ドローンの安全活用を考えた場合、 GPSが届きや

すく目視内飛行で着陸場所が確保しやすい陸屋根

は、有効な点検届所と思われ、今後、防水 xドロー

ンの新しいイノベーションが創出されることを期待

したい。
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日本建築学会大会学術講演梗概集（東北） 2018年9月 I 

1639 防水材料の耐候性試験その7
ウレタン防水材の屋外暴露試験その 1（トップコートなし）

防水材料耐候性屋外暴露ウレタン

中山俊昭／樽本直浩／川那部恒／蓮村和人／田中秀斉／小関晋平／鈴木博

（日本ウレタン建材工業会）

竹本喜昭（清水建設） ／松村宇（北海道立総合研究機構北方建築総合研究所）

1.はじめに

防水材料の長期耐久性評価試験方法小委員会で

は、 2002年から防水材料の屋外暴露試験と促進暴

露試験を同じ材料により同時並行で開始 した。屋外

暴露試験は 3年目、 7年目、 15年目に試験体の回収・

評価を行った。

ウレタン防水材の 3年日、 7年目の結果について

は、 「防水材料の耐候性試験その 15」(2006年）、「防

水材料の耐候性試験その 21」(2007年）、「防水材料

の耐候性試験その 31」(2010年）、「防水材料の耐候

性試験その 32」(2010年）にて報告した。

本報では、 2017年に行なった 15年目のウレタン

防水材の屋外暴露試験の結果、特にトップコート（保

護仕上げ塗料）なしの高伸長形手塗りタイプおよび

高強度形スプレータイ プのウレタン防水材について

報告する。

2 試験

2.1 屋外暴露試験体

屋外暴露試験体の記号一費を表 1に示す。

ウレタン防水材（以下、基材と表記する）は平均膜

厚 3mmを目椋とした。

表1 屋外暴露試験体の記号

基材の種類

2成分形ウレタ ン

l成分形ウレタ ン

高強度形

B-1 

高伸長形

C-1 

2.2 試験体の初期物性

試験体の初期物性（引張強さ、伸び率）を表2に示

す。

表2 初期物性

｀二丁〗
C-1 

3. I 

_-— 800 

D-1 

5. l _-
650 

2.3 屋外暴露地域

屋外暴露地域一魏を表3に示す。

表3 屋外暴露地域

地域

寒冷地域

温暖地域

亜熱帯地域

記号

C
-
s
 

屋外暴露地

旭川（北海道）

銚子（千葉県）

宮古島（沖縄県）

D-1 

2.4 試験体形状

縦 300mm、横 300mmの試験体をステンレスベル

トでコンクリート 舗道板に機械的に固定したものを

屋外暴露した。

2.5 試験方法

試験方法を表4に示す。

表4 試験方法

項目 試験方法

引張強さ（破断時） JIS A 6021 
物性

伸ぴ率（破断時） （引 張性能試験）

表面観察 (100倍）
表面状態 顕微鏡観察

断面観察 (500倍）



3.評価結果

屋外暴露 15年後の物性測定（基材の厚み、引張強

さ、 イ申び率）の結果を表5に示す。

3.1 表面状態

表面状態の例 として、宮古島における 2成分形高

強度形 8-1、2成分形高伸長形 C-1および l成分形

高伸長形 D-1の屋外暴露 15年後の表面、断面画像

を図1に示す。

B-1、C-1および D-1は、表面にクラックが見ら

れた。

基材の厚みが経過年数と共に低下した B-1および

C-1は、 固 1からクラックの幅が広かった。

経過年数による基材の厚みの変化が見られなかっ

た D-1は、 図 1から 8-1および C-1と比ベクラッ

クの幅が狭かった。

3.2 物性

B-1、C-1および D-1の各物性保持率の経年変化

を図2に示す。なお、初期の基材の厚みは代表値で

あり、屋外暴露試験体毎に1)＇lIl定された初期値ではな

し'o

図2より、 8-1の基材の厚みは、経過年数と共に

低下した。

図l 8-1、C-1および D-1の表面および断面画像

表5 基材の厚み，引張強さおよび伸び率の測定結果

屋外 試験（木 8-1 C-1 D-1 

秘蕗

（年） 暴嬢地域 N C s N C s N C s 

厄み
3 6 3 6 3 6 2 8 2 8 2 8 2 3 2 3 2 3 

(lllIn) 

゜
引張強さ

10 5 10 5 10 5 3 I 3 1 3 I 5 I 5 I 5 I 
(N/mm2) 

伸び率
370 370 370 800 800 800 650 650 650 

（％） 

印み
3 I 3 3 3 1 2 8 3. 1 3 0 2 0 2 6 I 9 

(mm) 

3 
引張強さ

JO 7 9 7 10 0 2 9 2 8 2. 3 5. 8 5 5 6 0 
(N/mm＇ ー）
伸び率

330 330 330 850 780 720 540 500 480 
（％） 

肛み
2 8 2 2 2 4 2 5 2 3 2 6 2 7 2. 3 2 3 

(111111) 

7 
引張強さ

IO 1 10 I 9 6 2. 5 2 3 I 8 5 3 5 8 5 6 
/N/mm， ") 

伸び率
350 360 360 800 840 760 480 570 450 

（％） 

／ばみ
2. 4 2 5 1.4 2. 1 I 5 I 3 2 4 2. 3 2 I 

(mm) 

15 
引張強さ

9 6 12. 9 10. 7 2. 5 2 3 l 6 6 9 7 5 7 8 
(i'//mm2) 

伸び率
300 370 320 750 710 490 420 430 360 

（％） 

B-1 (2成分形杯強度形）

~ 200 I 

硲. ! B= 50 01 --- • 
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図2 B-1、C-1および D-1の各物性保持率の経年変化
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旭川および宮古島の引張強さは横ばいだが、 伸び

は低下し、銚子の引張強さは上昇するが、伸び率は

横ばいとなった。C-1の基材の厚みは、経過年数と

共に低下し、引張強さおよび伸び率も低下傾向を示

した。D-1の基材の厚みは、経過年数による低下は

見られなかった。引張強さは 15年目に大きく上昇

し、伸び率は低下領向を示した。

4.考察

いC-1は、経過年数により物性が低下傾向を示

した。試験では 400％以上伸長させており基材

表面の影響を受け、 測定値が低 くなった可能性

が考えられる。従って低伸長領域での変化も検

討する必要がある と思われる。クラック幅が狭

いD-1は、引張強さが上昇し、 伸び率が低下し

ていることから、 3地域とも基材が固化してい

ると推察される。

l)高強度形 8-1は、経過年数により基材の厚みは 5.今後の検討課題

低下し、物性保持率は 15年目に変化が見られ 1)粘弾性祖lj定（低伸長領域）の評価を今後検討して

た。引張強さの上昇または伸び率の低下から、 いく 。

3地域とも基材は固化したと考えられ、可塑化 2)促進劣化処理との相関性の解析を今後検討して

成分の抜けが原因の 1つと推察される。 いく 。

2)高イl:I1長形 C-1、D-1において、クラック幅が広

0分硬化。低温にも強い

気を気にする現場でも◎

亨 ・ミる；忍:

2液特殊樹脂を採用。高強
度で、クラックにも追従。

特殊カートリッジ採用、市販の
シーリングガンで押し出すだけ
で2液が混ざる攪拌不要構造。

薗J大茄ファインケミカル株式会社
機能商品事業部

〒124-8535 東京都葛飾区西新小岩3-5-1 TEL. 03-3691-3112 
URL : http://www.taisei-fc.eo.jp/ FAX. 03-3691-3035 
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1 日本建築学会大会学術講演梗概集（東北） 2018年9月 1 

1640 防水材料の耐候性試験その8
ウレタン防水材の屋外暴露試験その2（トップコートあり）

防水材料耐候性屋外暴露ウレタン トップコート

樽本直浩／中山俊昭／川那部恒／蓮村和人／田中秀斉／小関晋平／鈴木博

（日本ウレタン建材工業会）

竹本喜昭（清水建設） ／松村宇（北海道立総合研究機構北方建築総合研究所）

1.はじめに 基材と トップコートの複合層を防水層と 表記す

防水材料の長期耐久性評価試験方法小委員会で る。

は、 2002年か ら防水材料の屋外暴露試験と促進暴

露試験を同じ材料により同時並行で開始した。屋外

暴露試験は 3年目、 7年目 I)2)、15年目に試験体の

回収 ・評価を行った。

本報では、 2017年に行なった 15年目のウレタン

防水材の屋外暴露試験の結果、特に トップコート （保

護仕上げ塗料）ありの高伸長形手塗りタイプおよび

高強度形ス プレータイプのウレタン防水材について

報告する。

2 試験

2.1 屋外暴露試験体

屋外暴露試験体の記号一覧を表 1に示す。 2.3 屋外暴露地域

ウレタン防水材（以下、基材と表記する）は平均膜 屋外暴露地域一覧を表3に示す。

厚3mm、 トッ プコ ー トの塗布量は 0.2kg/面を目標

とした。

表1 屋外暴露試験体（防水層）の記号

し三広材の柾類 アクリル
HALS 

ウレタン
フッ素 ハイプ

2成分形

リッド

晶強度形
ウレタン

8-2 

晶伸長形
2成分形

ウレタン
C 3 C 4 

晶伸 長形
1成分形

ウレタン
0-2 

2.2 試験体の初期物性

試験体の初期物性（引張強さ、伸び率）を表2に示

す。

表2 初期物性

試験体 B-2 C-3 C-4 D-2 

引張強さ
8 6 l 4 l. 3 3 8 

(N/mrnり

伸び率
280 400 300 430 

（％） 

表3 屋外暴露地域

地域 1 記号

寒冷地域

温暖地域

!lli熱帯地域

N
-
C
-
s
 

屋外暴巌地

旭川 （北湘道）

銚子（千葉県）

宮古島（沖縄県）

2.4 試験体形状

縦300111111、柚 3001111]］の試験体をステンレスベル

トでコンクリート舗道板に機械的に固定したものを

屋外暴露した。
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2.5 試験方法

試験方法を表4に示す。

表4 試験方法

項目

物性
引張強さ（破断時）

伸び率（破断時）

表面状態
表而観察 (100倍）

断面観察 (500倍）

試験方法

JTS A 6021 

（引張性能試験）

顕微鏡観察

3.1 表面状態

B-2、C-3、C-4およ び0-2の屋外暴露 15年後の

表面と断面画像を図 1に示す。表面画像は例として、

宮古島のみを示し、断面画像は宮古島、銚子、旭川

全てを示した。

断面画像より B-2、C-3、C-4および 0-2は、 3地

域ともしつかりとトップコート が残っていた。

3.2 物性

3.評価結果 B-2、C-3、C-4および D-2の各物性保持率の経年

屋外暴露 15年後の物性（防水層の厚み、引張強さ、 変化を図2に示す。なお、初期の防水層の厚みは、

伸び率）の測定結果を表5に示す。 代表値であ り屋外暴露試験体毎に測定された初期値

表5 防水層の厚み，引張強さおよび伸び率の測定結果

柑外 試験体 B-2 じー3 C-4 l)-2 
袷露

（年） 暴露地域 N C s N C s N C s N C s 
厚み

3 6 3 6 3 6 3 I 3 I 3 I 2 9 2 9 2 9 2 6 2 6 2 6 
(mm) 

゜
引張強さ

8 6 8 6 8 6 I 4 I I I 4 l 3 I 3 I 3 3 8 3 8 3 8 
(N/m,n"’’ ) 

伸び率
280 280 280 100 ・l00 1ヽ00 300 300 300 、130 430 ,130 

（％） 

／肛み
3 6 3 6 3 I 2 3 3 2 3 I 2 9 2 8 3 0 2 4 2 8 2 8 (mm) 

3 
引張弥さ

9 5 10 4 10 8 1 7 I 8 I 5 I 5 I 6 I 4 4 9 I 6 4 6 
(N/mm2) 

伸び平3
300 310 320 290 610 550 540 670 570 450 1ヽ60 410 

（％） 

原み
3 7 3 2 3 2 3 3 2 4 2 6 3 0 2 2 3 2 2 2 2 8 2 I 

(mm) 

7 
引張強さ

9 9 9 7 9 7 I 4 I 5 lJヽ 1,1 I 5 I 4 ・I 8 4 5 .¥ 7 
(N/mm"I 

伸（び％）字 300 300 300 330 570 670 360 390 680 460 430 380 

厚(mmみ) 3 7 3 7 3 I 2 0 ? 9 3 5 3 5 2 7 2 3 2 3 2 6 2 7 

15 
引張強さ

11 6 12 9 12 0 2 2 1 S I 8 I 6 I 8 I 7 5 7 54 6 3 
(NImmり
伸び率

290 320 330 200 450 380 400 540 340 330 390 300 
（％） 

ではない。

’―――― ,LJU 
- - に m一三—:I

ILLLJ” 
/」：
胃 ＇， Uーロ
,」ニニ／
囮l B-2、C-3、C-4および D-2の表面および断面画像

B-2 (2成分形嵩強度形9アクリルウレクントッブ） C-3 12成分形石伸氏形9フッ索］ ッヽプ）

且三三：三□
0年 3年 9年 9年 12年 15年 18年 0年 3年 6年 9年立年 IS年 18年

C-4 (2成分形店（印長形千HALSハイ プリッドトップ）

〗三三1::
0年 3年 6年 9年 12年 15年 18年

0-211成分形石伸長形ゥアクリルウレクントップ）

三三：：：）
0年 9年 6年 9年 12年 15年 18年

『三三〗：）
苫 0年 3年 9年 9年 12年 15年 18年

三三□1
0年 3年 6年 9年 12年 15年 18年

2三三三
0年 3年 6年 9年 12年 15年 18年

三三〗：）
0年 3年 6年 9年 12年 15年 1B年

！圧三［：三；三三
0年 3年 6年 9年 12年 15年 18年

戸三〗：
0年 3年 9年 9年 12年 15年 18年

!; ： 1:NI 

0年 3年 6年 9年 U年 15年 18年

図2 B-2、C-3、C-4および D-2の各物性保持率の経年変化
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図2より B-2の防水層の厚みは、経過年数による

低下は見られなかった。C-3、C-4および D-2の防

水層の｝阜みは、地域によって差が見られたが、 図 1

よりトップコートが残っていることから、防水層自

体の厚さのバラッキによるものと推察される。図2

より引張強さは、 B-2、C-3、C-4および D-2とも

15年目に上昇した。伸び率は、経過年数および地

域によるバラッキが C-3、C-4で大きく、 B-2、D-2

では小さかった。B-2の伸び率はほぼ横ばいで、

D-2は低下した。

4.考察
l)屋外暴露 15年目において、3種類の トップコ ー

トにて比較評価を行った。全ての試験体におい

てトップコ ー トはしつかり残っており、基材は

保護されていることから、物性の変化は、 トッ

プコートが変化したためと推察される。

2) アクリルウレタン系トップコート仕様の 8-2、

D-2は伸び率のバラッキが小さく、 3地域とも

横ばいか低下した。引張強さは上昇傾向を示す

ことから、トップコートが固化 したと考えられ、

可塑化成分の抜けが原因の 1つと推察される。

3) フッ素系トップコー ト仕様 C-3およびHALSハ

イブリッド系 トップコー ト仕様 C-4の伸び率の

バラッキが大きくなった原因は、 トップコ ー ト

の影孵が考えられる。引張強さが横ばいまたは

低下して伸び率が上昇した場合、 トップコート

の軟化が考えられ、軟化の原因の 1つとして基

材からの可塑化成分の移行が考えられる。また、

引張強さが上昇し伸び率が横ばいまたは低下し

た場合、 トップコ ー トの固化が考えられる。伸

び率のバラッキの原因が、可塑化成分の移行だ

けで説明できるのか、または別の原因があるの

か更に検討が必要と思われる。

5.今後の検討課題

l)防水層の物性変化がトップコートの影評か確認

するため、まずトップコートを除去し基材の物

性変化を検討していく 。次にトップコート単体

での物性変化を検討している。

2)促進劣化処理との相関性の解析を今後検討して

¥.,,<。
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保冷バネルは多孔構造のセメント成形板（無機材）で、微細な空間に多くの水分を蓄えることができます。
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〇ボールやスパイクの衝撃に耐えられ、クッション材への付着、 エ期

短縮、高伸長、高強度で耐久性に優れている超速硬化型吹付けウ レタ

ン塗膜防水工法を提案して採用されました。

〇広大な面積を持つキャンパス全ての建物屋根防水において、納まり

の良さ、屋上の軽量化、短工期を考慮し、超速硬化型吹付ウレタン・

ポリウレア塗膜防水工法を提案して採用されま した。

ヽ

長崎県諌早市●400m 
●日本特殊塗料掠

諫早新野球場スタンド壁

匿

阪府枚方市●26,800rri 

味ダイフレックス

大学キャンパス新築工事

厘



1 ここにもそこにもウレタン建tオー―-l
東京都板橋区● 1,l 00 rri 

●ティックプルーフィング（株

某事務所ビル
| 

回

〇屋上に植栽があり、現在漏水が激しく既存の押え層の状態も悪い為、

既設アスファルト防水まで全て撤去し、下地を作りなおして施工した

物件です。

屋上利用の頻度が高いので高硬度ウレタンとの複合工法を提案して採

用されま した。

神奈川県横浜市 ●800m

●田島ルーフィング（株

某ビル屋上改修工事

湮匿］

．̀ 
〇既存押えコンク リー ト仕上げの屋上改修工事において既存のアルミ

笠木を撤去しないで施工したいとの要望からウレタン塗膜防水複合エ

法を提案して採用されました。

ヽ ノ



1 ここにもそこにもウレタン建材

〇空調機等の架台と配管が多いことから、シームレスな防水層を形成

できるウレタン塗膜防水が最適と判断されました。既設は押えコンク

リート下地のため、下地の挙動や水蒸気圧による影響を考慮し、絶縁

工法を提案して採用されました。

メンテナンス性にも配慮し、仕上げ材には高耐候性塗料が使用されま

した。

〇既存はアスファルト防水押えコンクリート上ヘペイントでヘリサイ

ンが施されていました。非撤去で軽量・シームレスのウレタン防水通気・

緩衝工法と、再帰性反射フィルムタイプのヘリサインの組合せを提案

し、採用されました。

鹿児島県鹿屋市● 1,806m 
ニッタ化工品（株

屋商工会議所ビル改修工事

匿

奈川県相模原市● 200rrl 

AGCポリマー建材（株

高層マンション屋上改修工事

回



ここにもそこにもウレタン建材 I 

京都府京都市● 1,000rrl 

●横浜ゴム（株

某集合住宅屋上

湮

神奈川県横浜市●3,100111

●保土谷建材（株）

ショッピングセンター
屋上駐車場新築工事

回

¥、●
¥;― 

〇架台が多い屋上であったため、シームレスな防水層を形成できるウ

レタン塗膜防水工法を提案して採用されました。

〇防水層が軽量であり構造体への負担軽減、施工の手軽さと 25年以

上の実績から高強度ウレタン塗膜防水駐車場工法を提案して採用され

ました。



ウレタン塗膜防水ハンドブックの発刊と
研修会について

広報委員会

1. はじめに

1930年代にドイツで開発されたウレタン樹脂は、

高い強度、強い接着性、耐久性、耐薬品性などの数々

の特性を持っため、各産業分野で様々な形で利用さ

れている。建築分野では当初床材として利用されて

きたが、屋上防水材として広めたのは日本と言われ

ている。他の多くのエ法は海外の技術を学習して、

改良を重ねてきたが、ウレタン防水は試行錯誤を重

ね、日本独自で確立させてきた技術である。その技

術の一旦を担っているのは国内メーカーの集まりで

ある日本ウレタン建材工業会（以下、 NUKと称す

る）である。

『ウレタン防水は成熟した』と一部では言われて

いるが、まだまだ材料・エ法 ・施工に関して理想域

に到達したとは言えない。2017年現在、技能士取

得者の累計は 1級 11,317名、 2級 5,353名（（一社）

全国防水工事業協会調査による）と、技能士は増え

ている。しかし、防水材料の出荷凪増加に比例して

新規参入業者、異業種からの参入も多くなり、資格

未取得者の施工も増加して、材料の特性や取り扱い

を理解しないまま、金ゴテや櫛目ゴテ ・ゴムベラ等

の施工具を使用しないローラー施工者が増加し、硬

化不良や厚み確保ができない等の施工不良が増加し

ている現実がある。

NUKではローラー施工（材料配りを除く）は禁止

している。

この度、 NUKでは 1991年に発刊され、改訂を

重ねながらウレタン塗膜防水施工の教科轡として活

用されているウレタン塗膜防水施エマニュアルを

新し、「ウレタン塗膜防水ハンドブック」として発

刊した。

基本を知らなかったり基礎から学びたい施工者や

代理人、我々メーカーを含む営業担当者の教本とし

て活用して頂きたい。

2.改訂のポイント

全体は従来からの項目を踏製している 7章の構成

で巻末には資料編としてNUK認定制度、公的仕様

書、法律関係を掲載している。また、今回の改訂で

は関連する事柄を 【MEMO】形式で見やすくし、

モバイル時代に伴い 【QRコー ド】を利用して限ら

れたページに多数の情報を掲載できるように工夫し

た。

印 18攣謳

ウレタン塗膜防水ハンドブック
日本ウレタン建材工業会

第 l章はウレタン塗膜防水の概要で種類、特長、

歴史、年代記である。ウレタン塗膜防水材とはどう

いう材料なのかを丁寧に分かりやすく記述してい

る。歴史と年代記については 2012年以降の業界動

向、出荷凪を追加した。また、 1965年（昭和 40年）

前後には 「ウレタン塗膜防水の始まり 」を記述し、
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公的仕様の変造一覧表を新たに別表でま とめた。

第 2章はウレタン塗膜防水用材料についてであ

る。本改訂ではウ レタン樹脂の構造と原料の詳細な

説明、また、防水材実製品の製品分布や副資材につ

いて知見を 【MEMO】として記述している。是非、

度は読んでいただきたい。

第 3章の防水仕様は改訂の度に議論が必要にな

る。JISや JASS、社会環境の変化に伴う屋上用

途の多様化、メ ーカーの技術開発による新工法の定

着などを考慮に入れた。従来の絶縁工法、密着工法

に加え、断熱工法、今では公共建築工事標準仕様と

なった自着型通気緩衝シー トを利用した機械固定エ

法を掲載し、高強度形を入れた駐車場向けの複層仕

様や植栽工法を盛り込んだ。多種多様な仕様を提案

し、今後の JASS等の標準仕様化を目指す。

第4章の下地の点検と既存防水恩の診断について

はほとんど変更をしていない。より詳細な調査方法

については2010年に日本防水材料連合会(JWMA)

より発刊された「屋上防水の調査マニュアル」を紹

介する形とした。

第 5章の施工では改修需要が多くなって いる II乍

今、最適な条件で行えるよう施工環境や必要な下地

条件、また、 排水能力について SHASE-S（空気調和・

衛生工学会規格）を引用して注意喚起を行った。また、

改修工事は新築工事と異なり、既存防水層や保護層

に様々な種類があり、そのまま新規防水層を施工す

る被せ工法では相性問題が発生するケースがある。

これを未然に防止するには接着試験しかないがその

方法については標準仕様がなかった為、本ハン ド

ブックに掲載した。

また、施工法については(-社）全国防水工事業協

会にご協力を頂き、同協会発刊の「防水施工法（八

訂版）第7章ウレタンゴム系防水」を引用させて頂き、

必要な事項をまとめた。

第6章 施工用工具 ・機械及び保設具類では絵や

写真を掲載 し、その用途と ポイン トを詳糾Iに記述し

た。冒頭に述べているがロー ラーの用途は プライ

マー、 接着剤、 保護仕上げ材の塗布に限定し、防水

材の塗布作業は金ゴテやゴムベラ等とした。今回の
． 

改訂では各種試験器具、計測器具だけでなく、ウレ 大阪会場 ：新大阪丸ビル新館

タン塗膜防水を安全に作業していただくために保護

具類、資格 • 免状、掲示用看板まで掲載した 。

第 7章の納まりはQRコー ドを利用するこ とでN

UKホームページに リンクし、CADデータ をダウ

ンロードできる為、防水設計の際に是非活用いただ

きたい。なお、本章の納まりは代表的な例について

ポイン トを強調して記載しているので寸法等は実際

と異なることをご容赦いただきたい。

最後に資料編ではNUKの認定制度、公的仕様書

や法律について、また、各種防水層の標準耐用年数

（第 2総プロ（第8回 「建築仕上環境フォーラム」よ

り抜粋）を掲載した。

3. ウレタン防水への期待の高まり

ウレタン塗膜防水材料の出荷量は 2007年 42,497

t、2017年は 56,266t、この 10年でおよそ 30%

伸長している。施工面梢に換算すると 20,095千m
で、(-社）日本防水材料連合会 (JWMA)の統計で

はシェア 33%と5団体の中で首位となっている。

これは改修儒要の高まりとウレタン塗膜防水材の特

長が市場ニーズに合致したものと思われる。

4. {iJf修会を終えて
正会員並びに賛助会員を対象に第 2回研修会を

2018年 6月に大阪と東京の 2拠点で開催した。若

手、ベテラン、研究 ・技術サービス、品質管理、営

業と非常に多岐に渡る多くの方々に参加いただい

た。研修会後に実施したアンケー トでは「非常に分

かりやすくなった」、「新人教育用として使用する」、

r
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東京会場： 機械工具会館

「MEMOやQRコー ドの取り組みは非常に良く、使

いやすい」などの評価を得ることができた。

前述のようにウレタン防水の需要はますます伸び

ることが予想される。まずは我々メーカー側が知識

を高め、必要なことは間違いのないよう伝え、きち

第一工業製薬の製品は

見えないところで、活躍中です。

んと建物を守れる防水材の一つとして、また、高付

加価値を提供できる防水材として普及活動に努めた

し>

゜

5.終わりに

2019年は日本ウレタン建材工業会設立 50周年を

迎える。1930年代に海外で開発され床材として使

用されたウレタン樹脂、 1965年にその用途を屋上

防水に展開した先人の苦労から半世紀、技術は日進

月歩である。次の用途は果たして何なのだろうか非

常に楽しみである。

最後にこのハンドブックの編羹にあたり、ご尽力

いただいた関係者の皆様、また全面協力をいただい

た(-社）全国防水工事業協会の皆様に心より感謝の

意を表します。

（広報副委員長巖嘉徳）

土木建築用ウレタン樹脂

防水材、床材、目地材 止水材 硬化剤 接着剤

嗜•97 し｀｀ヽ，， :x® 嗜．，ヮr：ヲ・,...員 ポI'‘‘_ド..,..＿R モヽ ”'99、ワ'R
化学 は世界 を楽 しくする。

◎ 第一工業製薬 www.dks-web.co.Jp 

本社601-8391京都市南区吉祥院大河原町5Tel.075-323-5911東京本社／大阪支社／名古屋支店／九州支店／研究所／四日市事業所／大潟事業所／滋賀事業所
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NUK NEWS 
第35回定時総会及び懇親会開催

当工業会の第35回定時総会が5月 17日、東京 ・

千代田区のアルカディア市ケ谷にて開催された。総

会終了後の懇親会で三浦吉晴会長は挨拶の中で、 『今

年第 1四半期の出荷量は増となっている。今年は通

年では昨年以上の需要が期待できる。』とした。また、

『日本防水材料協会の昨年の統計によ るとウレタン

塗膜防水材はシェアトップを微増、継続中。これま

で以上に業界に貢献していくために 3つ、 ・環境配

慮した材料の提供、 ・技能者不足の解消、 ・施工品質

の確保、そしてMOCAの問題についても厚生労働

省の求めに対応しさらに積極的に取り組んでいきた

い。』と述べた。

その後、沢田太郎副会長の乾杯の発声で歓談と

なった。

環境対応（自主規制制度）

l)ホルムアルデヒド自主規制表示登録「F*＊＊＊」

挨拶する三浦会長

昨年の 10月以降新たに 44品種が追加認定され、 1066品種となり ました。

2) voe（揮発性有機化合物）自主規制表示登録

昨年の 10月以降新たに 7品種が追加認定され、 161品種となりました。

3)環境 6基準自主規制登録

本年初の申請があり、 3品種が認定されました。

（いずれも 2018年 10月 1日時点）

認定基準、登録一覧等詳しくは、日本ウレタン建材工業会(NUK)のホームページをご買下さい。

URL= http://wYI八iv.nuk-pu.jp
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NUK NEWS 
2018年建築学会発表大会 (2018年9月4H~9月68 東北大学）

今大会には、日本ウレタン建材工業会から研究の成果として 2件の発表を行いました。

l)防水材料の耐候性試験 その 7

ウレタン防水材の屋外暴露試験（トッ プコ ートなし） その 1

中山俊昭（（株）ダイフレックス）他8名

2)防水材料の耐候性試験 その 8

ウレタン防水材の屋外暴露試験（トップコートあり） その 2

樽本直浩（保土谷建材味） 他8名

ウレタン塗膜防水ハンドブック 発刊

「ウレタン塗膜防水施エマニュアル」改訂版として本年3月30日に発刊しました。

会員向けに約2,500部、公的機関、ゼネコン、 学校関係等約 100部、研修会向け 150部等 2,900部作成

しました。分かりやすいとの評価を得ております。

冊子ご要望の方は事務局にご連絡下さい。(E-mail: am-nukpu@nuk-p叫p)

これからの
タイル張り仕上げ外壁リニューアル

-安全 ・畏売命美しい景観造りー
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本橋健司

タイル外壁リニュ＿アル研究会

委員長本橋健司（芝浦工業大学教授）

委員小川晴果（昧大林組）

三谷一房 （（街大林組）

池田博文（日本建築防災協会）

佐藤紀男（佐藤建築事務所）

甲斐下雄司（聡テクネット 21)

発行テツアドー出版

2,000円（＋消費税）
A5 オールカラー／ 176頁

目次 ◇ 
これからのタイル張り仕上げ外壁のリニューアル
本橋健司 芝浦工業大学教授

令 2.外壁落下事故と定期報告制度について
池田博文 国1日本建築防災協会業務部長

令 3.タイル張り仕上げ外壁の診断方法とその対策方法
佐藤紀男 佐藤建築事務所所長

令 4.タイル張り仕上げ外壁の標準的改修工法
本橋健司 芝浦工業大学教授

令 5.タイル張り仕上げ外壁の大規模修繕工法
小川晴果・三谷一房閥大林組技術研究所

令 6 タイル張り仕上げ外壁のリニューアル成功事例

お求めは （株テツアドー出版〒165-0026 東京都中野区新井 l-34-l4 Te|03-3228-34m Fax  03-3228-3410| 
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万：
社名

AGCポリマー建材（株）

（株エービーシー商会

（籾ダイフレックス

（コスミック事業部）

田島ルーフィング（恥

ン蹴醤プランド一覧

社名 ブランド名ブランド名

サラセーヌ ディックプルーフ ィング（桐IDpツーガード・ ゼロ
リムスプレー

エコスプレー

サラセーヌ EZ

サラセーヌEQ

サラセーヌA

サラセーヌSB

堅鎧（タフガイ）

サラセーヌTフッ素シリーズII日新工業（籾
サラセーヌAV工法

サラセーヌQV工法

サラセーヌ AIM工法

サラセーヌUNマシンシステム IIニッタ化工品（保

ポリメタイ トECO

カラートップSR

カラー トップDL

スペースソフトコート

DD防水工法

ネオフレックス ・ゼロエ法

クイックスプレーエ法

バリューズエ法

オータス ・エコ

エコ ・ウレックス

DSカラー・ ゼロ

ゲットシステム

パワレックス

グリ ーンプレイス

エバーコートZero-Iシリーズ

日本特殊塗料（株）

ミエルカシステム 東日本塗料卸

コスミック PRO、ECO、ONE

コスミック RIM 保土谷建材（術

コスミック フロアーH

コスミック フロアーuw

オルタックエース

オルタックサンキュア

GO-JIN 

オルタッ クモード

オルタッ クスカイ

オルタ ックスプレー

ビュージスタハイパー

オルタックアクト

横浜ゴム（株）
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DPワンガード・ ゼロ

DPワンガード ・ゼロ ST

DPCスプレーコート

F Sコート・ ゼロ

wsコート・ゼロ
アースコート

セピロン

カーダム

リファージュコート

ソフランシール

ソフランシール エコ開境対応

ソフランシール エコー液タイプ

プロフォー トコート

ソフランシールEX

プルーフロンバリュー

プルーフロンエコ

プルーフロンエコMID

プルーフロンエコ DX

プルーフロンC-200エコ

プルーフロンエコONE

ユータックスーパーFハードN

ユータック Fエコ

NTスプレー タイプS

Tスプレー タイプH

NTスプレー タイプU

フローン

パンレタン

ミリオネート

HCエコプルーフ

HCスプレー

HCパーク

HCセルディ

ハマタイト

アーバンルーフ

（社名 ・50音順）



◆統計資料◆

■ウレタン防水材の出荷量推移
年次 防水材 ウレタン建材

2013年 53,711 78,564 

2014年 57,232 83,392 

2015年 57,125 82,129 

2016年 56,899 83,504 

2017年 56,266 82,295 
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゜

■防水材

ウレタン建材

2013 2014 2015 2016 2017 
1^~ 

ー""
"
 

(I) Iこ記は製品重鼠（トン）である。
(2)ウレタン建材は防水材に床材、弾性舗装材、シーリング材等を加えたトン数である。

■各工業会の施工実績（一般社団法人日本防水材料連合会資料）
りt位：千nf

西暦 NUK ARK KRK T R K FBK 計・

2013 19,182 14,186 19,543 5,120 5,489 63,520 

2014 20,439 14,541 20,649 4,191 5,038 64,858 

2015 20,402 14,122 19,305 4,227 5,092 63,148 

2016 20,321 13,852 18,526 4,094 5,301 62,094 

2017 20,095 13,215 18,072 4,649 5,204 61,235 

NU K : 1::1本ウレタン建材工業会、 AR K ：アスファル トルーフィング工業会

K R K ：合成砂分子ルーフィング工業会、 TRI< :トーチエ法ルーフィングt業会、 FBl<:FRP防水材工業会

2017年施工面積比率(%)
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日本ウレタン建材工業会役員名簿
会長 三浦 吉晴 〈（探ダイフレックス〉

副会長 赤坂晋介 〈AGCポリマー建材昧〉

副会長 沢田太郎 〈田島ルーフィング（株〉

副会長 鈴木光春 〈保土谷建材（株）〉

■理 事 AGCポリマー建材（樹

（樹ダイフ レ ックス

田島ルーフィング（樹

ディックプルーフィング（採

ニ ッタ化工品（株

日新工業（樹

日本特殊塗料（樹

赤坂晋介

三浦 吉晴

沢田太郎

熊谷健二

安井誠二郎

網顕秀春

立花哲弥

■理

■監

事

事

■事務局長

束 日本 塗料 （樹

保土谷建材 （掬

三井化学 （恥

（株）エービーシー商会

横浜ゴム（株）

石黒 義治

鈴木光春

米原睛幸

青山勝巳

林陽

佐々木哲夫

2018年 ll月現在

日本ウレタン建材工業会の概要

設立 昭和44年 10月
目 的 防水材等ウレタン建材関連事業の振興ならびに会員の親睦融和を図る。

主事業 市場調査ならびに需要開発に関する事項、技術情報の交換および研究開発に関する

事項、諸機関ならびに関係団体その他との連絡協議。

日本ウレタン建材工業会

■技術委員会

■広報委員会

■統計委員会

■運営委員会

委員長

副委員長

委員

委員長

副委員長

委員

委員長

副委員長

委員

長

員

員委

委

委員会構成

AGCポリマー建材（樹（鈴木博）

（掬ダイ フレ ック ス （小関晋平）

AGCポリマー建材（株） （蓮村和人）

田島）レ ー フ ィング （掬（田中秀斉）

日本特殊塗料 （樹（束出真吾）

保土谷建材 （樹（樽本直浩）

田島ル ー フィング（樹（飯田善計）

保土谷建材（樹（巖嘉徳）

AGCポリマー建材（株） （亀村一郎）

ディ ックプルーフィング（OO（熊谷健二）

（樹ダ イ フレックス（横山淳之輔）

日本特殊塗料 （恥（坂口繁伸）

AGCポリマー建材（樹（山下敏彦）

田島ルーフィング（樹（松矢篤司）

AGCポリ マー建材（掬（鈴木博）

AGCポリマー建材（掬（山下敏彦）

掬ダ イフレ ックス（横山淳之輔）

田 鳥ル ーフ ィン グ（樹（島村浩行）

ニッタ化工品 （扮（丸山覚史）

束日本塗料 （樹（望月龍太）

三井化学（樹（川那部恒）

（恥ダイフ レ ックス（横山淳之輔）

横 浜コム （扮（箸方恒）

保 土 谷 建 材 （樹（巖 嘉徳）

保土谷建材（す菊（巖痙徳）

田島ル ーフ ィング（掬（飯田善計）
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会員名簿

2018年 11月現在

正会員 •

AGCポリマー建材（樹

（掬エービーシー商会

（掬ダイフレックス

田島ルーフィング（樹

ディックプルーフィング（樹

日新工業 （採

＿ッタ化工品（株

日本特殊塗料（樹

東日本塗料 （掬

保土谷建材 （樹

―井化学（樹

横浜コム （掬

l 03-0013 東京都中央区日本橋人形町 l-3-8 沢の鶴人形町ビル 03-6667-8428

102-0074 東京都千代田区九段南 1-3・l 03-3507-7176 

163-0825 東京都新宿区西新宿 2-4-l 新宿NSビル25F 03-5381-1555 

l 01-8579 東京都千代田区外神田4-14-l秋葉原uox21階 03-6837-8888 
151-0053 束京都渋谷区代々木3-24-3新宿スリーケービル5F 03-6859-5020 

120-0025 東京都足立区千住東2-23-4

556-0022 大阪府大阪市浪速区桜川4-4-26

114-8584 東京都北区王子3-23-2

124-0006 東京都琶飾区堀切3-25-18 

l 04-0028 東京都中央区ハ重洲2-4-l ユニゾ八重洲ビル9F

105-7117 東京都港区束新橋 l-5-2汐留シテイセンター

105-8685 束京都港区新橋5-36-l l 

賛助会員

亜細亜工業 （掬 116-0001 東京都荒川区町屋6-32-l 

クミアイ化学工業（掬 110-8782 東京都台束区池之端 l-4-26 

倉 敷 紡 績 （恥 541-8581 大阪府大阪市中央区久太郎町2-4-3l 

三洋化成工業（採
103-0023 束京都中央区日本橋本町 l-5-6

第一輸送機 • フオーム産業部

大成ファインケミカル（樹 124-0025 束京都葛飾区西新小岩3-5-l 

大宝化学工業 （樹 332-0001 埼玉県川口市朝日 3-1-5

03-3882-257 l 

06-6563-1206 

03-391 3-6153 

03-3693-085 l 

03-5299-8 l 70 

03-6253-4 125 

03-5400-4 173 

03-3895-404 l 

03-3822-5235 

06-6266-5 l l l 

03-5200-3590 

03-3691-3112 

048-222-7950 

タキロンシ ー アイ （樹 106-6030 東京都港区港南2-15-l品川インターシティーA棟30F03-67 l l -373 l 

東 洋 紡 （樹 104-8345 乗京都中央区京橋一丁目 17-l 0 住友商事京橋ビル 03-6887-8858 

日 束 紡 102-8489 東京都千代田区麹町2-4-l 麹町大通りビル

（樹 山 装 236-0004 神奈川県横浜市金沢区福浦2-l 8-17 

和歌山精化工業 （掬 641-0007 和歌山県和歌山市小雑賀 l-l-82 
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03-4582-52 l 4 

045-781-7821 

0734-23-3247 



全国防水リフレッシュ連合会 1l 
Japan 

Waterproofing 

Refresh 

Federation 

北海道防水
リフレッシュセンター

リフレッシュセンター北陸

四国防水リフしッシュセンター

総合防水材料メーカー

日新工業椋式会社
http://www.nisshinkogyo.cojp 

閲東防水
リフレッシュ事業協同組合

リフレッシュセンター中部

-38-

全国防水リフレッシュ連合会
Japan Waterproofing Refresh Federation 

http://www.refresh.or.ip 

m 〒120-0025東京都足立区千住東2-23-4 日新工業株内
TEL: 03-3882-2483 FAX: 03-3881-8545 

関東防水リフ レ ッシュ事業協同組合…… •• •:503-3882-2719
近畿防水リフレッシュ事業協同組合…．．．．．．:506-6533-3191
リフレッシュセンター中部·……•………… • :5052-933-4761 
九州 •G8防水リフレ ッシ ュセンター……… む092-451 -1095
北海道防水リフ レッシュセンター………… 匹011-215-1034
東北防水リフレッシュセンター…………… 匹022-263-03l 5 
中国防水リフレッシュセンター .. ………… • :5082-541-5033

四国防水リフレッシュセンター ・・・・— · …•ー・・・・ 匹06-6533-3 191 
リフレッシュセンター北陸………••…•• … • :5052-933-4761 

"g-~', 
ウレタン用液状配合剤
ぅ＞防水材、床材、テニスコート、

競技用グランド材などに

利用されています。

東京樹脂工業株式会社
本社／東京都中央区日本橋小伝馬町7-17 
〒 103-0001 ff 03 -3662 -1628 

工場／千葉県市川市鬼高 1- 3 - 12 
〒272-0015 も 0473-79 -7701 

http:/ /tokyo-jushi.co.jp 



一発刊され手元に届く頃は平成30年も終わる。振り返ると 6月の大阪北部地震、関東甲信越地方の統計史上最速29日の梅雨明けによる猛暑、 7月の西日本を中心とした豪雨と逆走台風、 8月には史上最速で台風21号の

発生、 9月には北海道で史上初めて震度7の地震と災害が多かった印象が強い。防水材は衣食住のひとつ、「住」

を守るもの。快適な空間を提供できるよう材料、施工の品質向上に向け精進したい。

（広報副委員長 巖嘉徳）

広告索引

（ア行）

（力行）

（サ行）

（夕行）

AGCポリマー建材(t菊................・・表2,1 

クミアイ化学工業（株 ・・ ・・・ ・・・ • . ． ．．．． ． ．．． ． ．．．．． •10

コスミ ック工業会

サラセーヌ工業会・

第一工業製薬（株・・・

7

1

 
全国防水リフレッシュ連合会・·…•...．．．…38

田島ルーフ ィング（掬• ............... 4 

....... ・・・・31 

大成ファインケミカ）レ（株・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20 

（松ダイフレックス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 表4

（杓ダイ フレックス

コスミ ッ ク事業部・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・ • •6, 7 

ダイフレックス防水工事業協同組合・・・・・・ 3

ディ ックプルーフィング(t菊．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2

ディ ッ クプルーフィング工業会・…••・・ ・・・・ 2

東京樹脂工業（株・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38

東洋紡 STC(t菊．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・24

（ナ行） 日新工業（オ菊・•.．.．.．.．．...． . ．． ．． ..．．．.．. ． .． ． ...． .··38

ニッタイ七工品（オ的・・・・・・...........................8 

日本特殊塗料（松 • .．．．． ． ． ． ． ． ． ．． ． ．． ．． ． ．．．．．． ．．． ．．．． 5

（） ＼行） 保士谷建材（オ菊．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..表3,40

（ヤ行） 横浜ゴム（木刹• •....... .. .... ... .. ..... ......... . ... •12 

「ウレタン建材」第 42号
平成 30年 II月30日発行

一委員長 飯田善計（田島ルーフィング（株））副委員長 巖 嘉徳（保土谷建材（恥）

委 員 亀村一郎 (AGCポリマー建材仰）
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横山淳之輔（（悧ダイフレックス）

熊谷 健二 （ディックプルーフィング(ti))

箸方 恒（横浜ゴム（株））

編集•発行

日本ウレタン建材工業会

〒l03-0005束京都中央区日本橋久松町9-2

日新中央ビル 3階

TEL 03-6206-2753 FAX 03-6661-9034 

製作協カ・広告取扱

株式会社テツアドー出版

〒]65-0026 東京都中野区新井 1-34-14

TEL 03-3228-340 l FAX 03-3228-34 l 0 
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--
1特化則非該当・長可使時間タイプ I

HCエコゴルーコi
環撓nu慮咽ウレタン裕膜防水材

〇防水材のバイオニア・保土谷建材の次世代のウレタン防水材

OMOCA凛定化学物質）を含まない人と社会にやさしい防水材

〇珊蟻性能を維持したまま、可使時間を大幅に延長を実現

可使時間の延長

◆ご愛顧のHCエコプルーフよりさらに作業性が
大幅に改善

◆作業場から施工箇所まで移動しても良好な施工性

♦側溝や巾木など時間を要する狭小箇所の施工

にも適する

長年の実績

保土谷建材は1994年6月に特定化学物質等障害予
防規則（特化則）非該当防水材「HCエコプルーフ」を
上市し、優れた特性で長年ご愛顧いただいておりま

す。これまで培ってきたノウハウを生かし、今後も社

会に貢献できる防水材を提供していきます。

優れた安全性と環境性能

◆【特定化学物質等傷害予防規則（特化則） ］規制対

象外製品

◆トルエン・キシレンを含まない

◆ホルムアルデヒド放散等級F*＊＊女取得
♦ ［鉛中毒予防規則］ で規制されている「鉛」を含まない
◆［有機溶剤中毒予防規則（有機則）】規制対象外製

一ェコゴルーコi

-------------------―●―---------： -----------------------------------： ----------＿＿＿＿＿＿ー· --------—一＿＿—＿＿--

_＿＿-_＿＿-----.-.. .~·ー-------------． ． 
--------—ー一• -----． ．． 

R保土谷建材株式会社
HDDDGAYA 
HODOGAYA CONSTRUCTION PRODUCTS CO.,L TD. 

本社・東京支店 〒104-0028 東京都中央区八重洲二丁目4番1号ユニゾ八重洲ビル
fl03-5299-8170(｛芍 FAX03-5299-8275

大阪支店云06-6203-4651 札幌営業所合011-281-0151 名古屋営業所云052-571-4208
福岡営業所云092-481-6272http://www.hodogaya.eo.jp/hcp/ 
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0高性能…『E罰旧m"、高強度、特殊複層構造
〇実績…平成2年上市数百万rrl以上の実績を

有する駐車場工法「HCIゞーク」の

ノウハウを踏襲

出…万が一の不具合も発見、補修が容易〇露

〇保護塗料の塗替不要

〇重ね塗りができるので、

改修工事時の既存防水撤去費用が不要

0軽量であるため躯体の負荷軽減が可能

〇植栽

〇競技場スタンド等の重歩行用途

0メンテナンスが困難な箇所

"‘ 

シここ；ム
一Sァ イ

沖縄： 屋上全面

工程（例：屋上密着仕様）

①ウレタンプライマー(0.2kg/rri)

②ウレタン防水材(1.5kg/rri)

③高耐久・高強度ウレタン(2.0kg/rri)

④アクリルウレタン保護塗料(0.2kg/rri)

※補強布挿入不要！

※保護塗料塗替不要！

性能

●クラック追従性

⇒複層構造により、30mmの引張りで破断・損傷無し
●耐久性

⇒0. 5~2. 5mmx5,000回の引張りで破断・損傷無し
●強靭性

⇒引張強さは汎用ウレタン防水材の3倍以上、下塗り
防水材はJISA6021高伸長形（旧1類）適合品で

総合的に安心感のある強靭な塗膜を形成。耐水性

にも優れ、緑化など多目的な対応も可能です。
※上記データは、実験室で行った結果です。

R-
保土谷建材株式会社
HODOGAYA CONSTRUCTION PRODUCTS CO.,L TD. 

http:／／www.hodogayaco.jp/hcp/ | 



1 時代は‘‘ゼロ’'です --／l 
[ MOCA•TDI) 

特定化学物質無配合ウレタン塗膜防水材

1成分形ウレタン塗膜防水材 2成分形ウレタン塗膜防水材

口sヵヲ—•a『
シリ＇ーズ

9 :  

より扁い安全と安心をH指して

私たちは「ゼロ」を提案します

d株式会社ヲィフじ’クス
DYFLEX 

〒163-0825 東京都新宿区西新宿2-4-1新宿NSビル25F

TEL. 03-5381-1555 FAX.03-5381-1566 




